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IR3S協力機関
東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ
〔TIEPh〕の概要について
TIEPh代表　竹村牧男
1．　IR　3　Sについで
　2005年7月末、東大を中心拠点とする「サステイナビリティ学連携研究機構i」
（lntegrated　Research　System　for　Sustainability　Science，　IR3S）への参加研究機関の公
募があった、これは、科学技術振興調整費（戦略的研究拠点育成tt以前の科学技術庁系の
予算）によるもので、4年計画というものであった、東洋大学では、従来の「共生学」研
究を基盤とした「サステイナビリティ学」研究を主軸として、これに応募した。
　海外識者による厳正な審査等を経て、東京大学のほか、京大・阪大・北大・茨城大の参
加大学と、東洋大学・国立環境研究所・東北大学・千葉大学の協力機関が選定された。こ
れは、昨年暮れから本年春にかけて具体化したものである。
　上記、参加5大学、協力4機関が連携して研究を進めるが、その基盤に、「サステイナビ
リティ学」についての、次の基本的理解をおいている。
　「サステイナビリティ学の研究対象は、人間の生存基盤となる資源・エネルギー、生態
系などからなる地球システム、国を特徴づける経済制度、政治制度、産業構造、技術体系
等からなる社会システム、個人のライフスタイル、健康、安全・安心、価値規範などから
なる人間システム、である、
　とりわけ、現代の地球規模の諸問題がこれら3つのシステムの密接な相互関係の下で発
現していることから、三者間の相互作用がサステイナビリティ学の主要な研究対象である。
例をあげれば、地球システムと社会システムの相互作用の一例は地球温暖化問題である。
社会システムと人間システムの相互作用の一例は、循環型社会の構築という課題である．：
地球システムと人間システムの相互作用の一例は環境危機管理システムの構築であるc
　サステイナビリティ学は、3つのシステムおよびその相互関係に破綻をもたらしつつあ
るメカニズムを解明し、持続可能性という観点から各システムを再構築し、相互関係を修
復する方策とビジョンの提示をめざす3
　サステイナビリティ学は学問的アブV一チも新しい。現象解明と問題解決の同時追究、
不確実性と予防原則、知識と問題の共進化、グローバルとローカルな問題解決のトレード
オフなど、既存のディシプリンが未経験の数多くの難問に挑戦する。そのために、問題と
学術を構造化し、地球・社会・人間システムの再構築とおよびその相互関係の修復の鍵と
なる指標と基準を明確化し、自然科学と人文社会科学の融合を可能とする超学的な学術体
系を構築するc
　サステイナビリティ学では、その成果を社会と個人を啓発するアウトリーチに役立てて
10 第・一回　シンポジウム　　「エコ・フィロソフィ」の構築をめざして
いくことも大きな目標である。それなくしてサステイナブルな社会を築くことはできない
からである。
　IR3S全体の研究の概要は、以下のとおりである．まず、特に「連携フラソグシッププ
ロジェクト」として、次の3つのものがある，
　①サステイナブルな地球温暖化対応策…　主幹事・東京大学、副幹事・茨城大学
　②アジアの循環型社会の形成・・・・…　主幹事・大阪大学、副幹事・北海道大学
　③グローバルサステイナビリティの構想と展開…　　主幹事・京都大学
次に、参加5大学の個々の研究テーマは、以下のようである。
東京大学　　地球持続戦略研究イニシアティブ［TIGSl
　　　　①共通基盤研究分野
　　　　②地球温暖化問題・エネルギー問題研究分野
　　　　③人口・水・食糧研究分野
　　　　④都市農村融合研究分野
　　　　⑤環境危機管理研究分野
京都大学　　京都サステイナビリティ・イニシアティブ［KSI］
　　　　①最適循環型社会の構築に向けた方策
　　　　②気候変動対策の経済的・技術的分析に基づく環境政策
　　　　③持続可能な発展を実現するための世代間・世代内公平の確保
　　　　④環境政策と環境リスク管理の実効性向上のための環境ガバナンス
大阪大学　　サステイナビリティ・サイエンス研究機構［RISS］
　　　　①資源循環により環境負荷を極小化する社会の像とそこへ到達する道筋のデザ
　　　　　イン
　　　　②エコ技術と産業エコロジーと共鳴する都市地域システムのデザイン
　　　　③低負荷・超高効率のものづくり技術のデザイン
北海道大学　サステイナビリティ・ガバナンス・プロジェクト［SGP］
　　　　①北方生物生産圏シミュレータ
　　　　②サステイナビリティ・ガバナンスの提案
茨城大学　　地球変動適応科学研究機関［ICAS］
　　　　①適応のための工学・応用開発部門
　　　　②気候変動適応型農業開発部門
　　　　③適応のための生活圏計画・政策研究部門
　次に、4協力機関の研究テーマは、以下のようである。
東洋大学　　東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ［TIEPh］
　　　　①自然と人間に関する東洋の知とエコロジーの研究、
　　　　②アジア諸地域におけるサステイナビリティに関する価値意識の究明、
　　　　③環境倫理を含む哲学的環境デザインの追究
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国立環境研究所
　　　　①気候変動とサステイナビリティのインターフェイスの研究
　　　　②温暖化問題に関する知識を構造化するメカニズムの確立
　　　　③問題解決型で自律的な研究ネットワークの構築
　　　　④地球温暖化問題解決にむけた日本の国際戦略の確立
東北大学
　　　　①健康リスクマネジメントの観点からの地球サステイナビリティ学の提案
千葉大学
　　　　①食資源と環境と人との関わりにおけるサステイナビリティの研究
以上が、IR3Sの連携研究の概要である。
2．　ナステイナビクィへの課題
　そもそも、サステイナビリティという言葉は、1987年に発表された国連の『ブルントラ
ンド委員会報告書』（”Our　Common　Future”邦訳『地球の未来を守るために』大来佐武郎
監訳、福武書院）によって、確立されたことになっているそうである。この報告書から、
サステイナビリティの定義を、加藤尚武が次のように導出している、
①持続可能的な開発とは、未来の世代が自分たち自身の欲求を満たすための能力を減少
　させないように（without　compromising　the　ability　of　future　generation）現在の世
　代の欲求をみたすような開発である。
②持続的な開発は、地球上の生命を支えているシステムー一大気、水、土、生物一一を
　危険にさらす（endanger）ものであってはならない。
③持続的開発のためには、大気水、その他自然への好ましくない影響を最小限に抑制
　　（minimized）し、生態系の全体的な保全を図ることが必要である。
④持続的開発とは、天然資源の開発、投資の方向、技術開発の方向付け、制度の改革が
　一つにまとまり、現在及び将来の人間の欲求と願望とを高める（enhance　both
　current　and　future　potentiai）ように変化していく過程を言う。
　　（加藤尚武『新・環境倫理学のすすめ』丸善ライブラリー、2005年、19～20頁）
　っまり、現在だけでなく、未来世代の人間の欲求もが満たされるように、極力、生態系
（自然システム）に悪い影響が出ないように努力していくということであろう。そのこと
を、社会システムとして実現しなければならないということである。
　ただし、やはり社会システム全体の改革のためには、本来、人間が生きるということは
どういうことなのか、その自覚が根本になると思われる。地球の総体から、個人の生き方
がおのずから規制されるという方面とともに、個人の内発的な生の選択が、地球の未来を
決定していくということもあるに違いない，そうだとすれば、人間は本来、何をめざし、
何を求めて生きるべきなのかが問われるべきであろう、
　そこで今日、以下のような課題を人々は共有していることになるのではないであろうか。
12 第一回　シンポジウム　「エコ・フィロソフィ」の構築をめざして
①科学技術による解決（省エネ・無公害技術、代替エネルギー等の開発）
②社会システムによる解決（循環型社会への移行）
③ライフスタイルの転換による解決（人間の欲望の抑止。行動レベル）
④人間観・世界観による解決（生きる目標の自覚tt思想レベル）
　IR3Sにおいては、これらを、地球システム・社会システム・人間システムの3つのシス
テムの問題として把握し、その再編・統合によって解決しようとしているわけである、こ
うしたなか、東洋大学は、主に人文・社会分野からこれに参加しており、とりわけ人問シ
ステムにかかわる領域で貢献したいと考えている，
3．　TIEPhについで
　東洋大学では、IR3Sの協力機関に採用されることが決定された際、あらためてIR3Sへ
の参加のあり方を検討し、
①自然観探求ユニット（仏教学専攻・中国哲学専攻）、
②価値意識調査ユニット（社会心理学専攻）、
③環境デザインユニット（哲学専攻）、
の3つの研究ユニットを擁する、「東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティ
ブ」（Transdisciplinary　lnitiative　for　Eco－Philosophy，　Toyo　University　TIEPh）　を立
ち上げることとしたc「共生学」を基盤とした「サステイナビリティ学」に対し、「エコ・
フィロソフィ」と名づけたものである，
　各ユニソトでは、順に
①自然と人間に関する東洋の知とエコロジーの研究、
②アジア諸地域におけるサステイナビリティに関する価値意識の究明、
③環境倫理を含む哲学的環境デザインの追究
を研究することにしている，研究助手を公募によって採用し、白山キャンパス6号館4階
に研究センターをおき、研究を進めていくこととしているc研究会や講演会、シンポジウ
ムなどを催すほか、季刊でニュウズレターを刊行し、報告書も刊行していく予定である、
4．　エコ・フィロソフィと共生学
　ところで、環境問題の根底には、人間中心主義（anthropocentrism）的傾向を持つキリス
ト教的自然観・人間観や、本来有機的な関係を有している自然を分割して支配した西洋近
代合理主義の自然観・人間観があると言われる。キリスト教は、自然を人間のために存在
するものと考え、人間は自然を自由に享受することができると考えてきた。それに加えて、
分割と支配を基本とする科学が進展すると、それに基づく技術を開発して、大量生産・大
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量消費が可能になり、確かに豊かな現代社会を築かれてきた，しかし一方、これまでにエ
ネルギーを過剰に消費して資源の枯渇を招き、地球の温暖化その他切実な問題を招き、ま
た大量廃棄による環境汚染・環境破壊等、さまざまな問題も引き起こしてきた、今やこの
問題は地球規模の深刻な問題となり、次世代以降の人々が現代人と同じように豊かな生活
ができるか、もはや保証の限りではない。あるいは、地球の南北の間において、北の豊か
さの享受は南の犠牲のもとに成り立っていつつ、しかも環境汚染のような負の資産はもっ
ぱら南〈弱者〉におしつけられるという、きわめて不公平な事態も招いている、
　こうした問題に対し、対症療法的に、今現在、可能な対策を鋭意進めていくことも大切
であると同時に、一方で、これまでの産業や経済を主導してきた人間中心主義的、分割・
支配的自然観や人間観を根本的に見直し、あるべき人間と自然の関係、あるべき人間と人
間の関係を自覚していくことが求められているであろう。その際、特にその根底に横たわ
っていたと考えられるキリスト教的あるいは自然科学的世界観を根本的に反省する一つの
手がかりとして、東洋の伝統的な世界観・人間観を深く顧みて、さらにそれを普遍的な真
理へと鍛え上げていくことは、時代の緊要の課題ではないであろうか。
　しかも、東洋大学では、従来、「共生学」の研究を続けてきたが、その「共生学」を基盤
とした「サステイナビリティ学」の構想を展開することとし、その思想的・学問的営為に
対して、「エコ・フィロソフィ」と名づけたのであった。では、この「共生」を基盤とする
立場とは、どのようなものと考えられようか。
　まず、「共生」ということについて、たとえば人間と人間との共生とは、どの人も自己実
現が可能な状況の中で、自立した者同士がしかも連帯してよりよい社会を追求していくこ
と、といえるかと思う。その際、人と人とが対立した関係に立つ場合もあるかもしれない。
それでも、どちらかがどちらかを一方的に支配したり抑圧したりするのではない、両者と
もに自己実現を果たすことが可能な関係の創造が望まれる。ここに、現代の共生のありか
たが実現することになろう．
　また、最近よく環境との共生がいわれるが、この問題は自然等の環境と人間との双方が
自己実現をはたしていくあり方の追求が課題となるとともに、同時に、現世代の人間と未
来世代の人間との共生という、世代間倫理の問題への視点をもたらすことであろう。さら
に、人間と人間の共生、人間と環境の共生全体を見わたしていくなかで、今日、課題とな
っている地球全体主義（決定の基本単位は、個人ではなくて地球生態系そのものである）
という問題を考えていくことができると思う。とすれば、「共生」は、環境倫理学が提起し
ている諸問題を考察していく際の、一っの重要な立場になりうると思われる。
　そもそも、とりわけ地球のサステイナビリティを追求するのは、なぜなのであろうか、
それは、自分だけでなく、未来の他者も人間として豊かな生活を送ることができるように
ということが、最大の課題としてあり、その他者に対する責任をまっとうしていくために
であろう。しかしこのことは、現在、豊かな生活をしている国において、その国の未来の
国民のみが豊かさを持続できるようにということにはなりえない、保つべき地球の危機は、
グローバルな規模においてあり、豊かさを持続するためには、地球全体の社会システム等
の改編なしにはありえないからである。ましてエコロジーにおいて他者に対する責任を論
じる場合、自然の生存権の問題に及び、岩石等にすら及ばせるべきだという議論が行なわ
14 第一一回　シンポジウム　「Zコ・フィnソフィ」の構築をめざして
れている今日、われわれの責任は、地球上のあらゆる他者に及ぶことを思うべきであろう，：
しかも社会的な歪みは、もっぱら弱者にしわ寄せされるものである。このことに対しての
責任を思うとき、その弱者の犠牲のうえに豊かさを譲歌してきた文明に属する者は、その
膿罪の実践すら真剣に考えるべきであるc
　その未来の他者に対する責任の問題から眼を転じて、今日の同時代の他者に対する責任
に思いをはせるとき、おのずから社会的なさまざまな歪みにも対処すべきであることに思
いが至るに違いない，はたして、今日の豊かさと貧困との格差をそのままにし、人間の人
間に対する・方的な支配をそのままにし、むしろ拡大させっっ、ただサステイナビリティ
のみを追求することは許されることであろうか，それはむしろ、地球の存続以上のより多
くの問題をかかえたものとなろう、
　とすれば、サステイナビリティを追求する視点のなかに、そもそも今日において、グロ
ーバルにも地域的にも共生社会を実現していくという課題がおのずから見えてくる。同時
的・未来志向的共生の追求が、サステイナビリティ学の根本課題として浮かび上がってく
るeおそらく、その共生への視点、共生の実現への努力なしに、サステイナビリティの達
成はきわめて歪んだものとなるであろう。したがって、サステイナビリティ学に、共生へ
の視点は不可欠なのであり、むしろそれは根本にあるべきなのである。
東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブでは、こうした立場から、さま
ざまな局面における「共生」ということへのまなざしとともに、時代を拓いていく知とし
ての「エコ・フィロソフィ」を創造していきたいと念願するものである。　　　（了）
